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▲お読みいただきありがとうございます。次号もお楽しみに。  

No.3 

 

平成２４年度 

 東京・墨田区の一角にある小さな町工場の社長・岡野雅行さんの所へ、日本の一流大

企業、NASAやペンタゴンから仕事のお願い詣でが絶えない。従業員たった３人の工場で

ある。学歴は中学校中退。金型やプレス加工で「世界一の職人」を自認する男である。

ウォークマンの電池ケース、スーパーコンピュータを使って｢理論的に不可能」と大学教

授に言われた「痛くない注射針」もこの人の開発作品。「深絞り」の分野ではこの人にか

なう人間はいない。この人の本をずっと読み続けてきたが、勉強になる所が多かった。最

近『学校で教えてくれないお金を生む発想法』（朝日新聞出版）が出て早速読んだ。特に

印象に残った箇所を紹介する（下線部参照）。こんな生き方をすればいいんだね！

●俺のまわりを見まわしてみると、当たり

前のことなんだけど、お金が集まってきて

いる人はみんなちゃんとした人だよ。どう

いう風にちゃんとしているかというと、ま

ずはものごと一つひとつすべてに誠実に対

処する人だ。安い仕事だからといって、

やっつけ仕事でやったり、手を抜かない。 

●情報収集にはいくら金をつぎ込んでもか

まわない。それくらいの気持ちでいれば、

その情報は血となり肉となり、いつか自分

にプラスとなって返ってくる。 

●一見したところムダだと思えるものにも

ドンドン金を使って、見たり聞いたり食べ

たりすればいい。いやむしろ、そうしな

きゃいけない。ムダだったなんてことは、

あとになってわかるんだ。後知恵だよ。そ

のときには、それがムダなのか、有益なの

かが、すぐにわかるわけないんだ。これは

ムダだと排除した瞬間に、ひょっとすると

大きな可能性を捨ててしまったのかもしれ

ない。ただし一つだけ気をつけてくれ。ム

ダなものにお金を使うのと、ムダ遣いは違

うからね。そこだけは勘違いするなよ。 

●仕事なんて辛抱して続けていれば必ず成

功するんだよ。成功できないやつは，途中

で辛抱が足りなくなって、集中力を切らし

たり、おざなりにするから失敗するんだ。 

●辛抱に加えて、好奇心がないと絶対に成

功しない。成功しようと思うんなら、この

二つを大事にしないといけない。つまり、

頭を常に使いながら辛抱を続けるんだ。 

●仕事をしていくうえで、一番大事なのは

人間関係なんだよ。人間関係でその人の運

命が上に向いていくか、下向きになるか決

まるんだ。人間関係を大事にすれば、絶対

成功すると俺は思う。古いやつだと思われ

るかもしれないけれど、人とのつきあいは

ちゃんとしとかなきゃいけない。それを疎

かにすると、大きな人間にはなれない。 

●苦労なんて、若い頃には望まなくても向

こうから勝手にこっちに押し掛けてくる。

わざわざ買ってまで苦労することなんかな

い。 

●これは俺の天職じゃない、なんて言って

辞めていく人間は、悪いけど一生天職に出

会わないね。仕事の深さがそんなに簡単に

わかるわけないじゃないか。しかもまだ尻

の青い、世間のことを何もわかっちゃいな

い若いやつに、すぐに見きわめられるは

ずがない。いろんな人生経験をしたうえ

で、やっと少しはわかるもんだよ。 

●仕事もそうだよ。最初の仕事を、まず

は自分の全力でやってみて、もうダメだ

というところまで頑張ってみるんだ。

「一所懸命」にやってみるんだよ。そう

すれば、そのときに実は自分のレベルが

一段上がってたりするんだ。それが進歩

なんだ。 

●人様から何かしてもらったときに、そ

の場でお礼を言うのは当たり前のこと

だ。それだけでなく、必ず四回はお礼を

言いなさい。その場でお礼を言う。「昨

日はありがとうございました」「先週は

ありがとうございました」「先月はあり

がとうございました」 

●人間はアリの部分と、キリギリスの部

分を、両方持ち合わせてないと本当はい

けないんだよ。アリのようにコツコツ

しっかり働くまじめな人間も、キリギリ

スのように歌う遊び心がないとダメだ

し、成功しないんだ。 

●金っていうのは、自分の頭を使って考

えて、自分の手で稼いでこそおもしろい

んだ。そして、自分で稼いだ金だからこ

そ、それを使うのも楽しいんだ。 

●経験にしても、ムダな経験というのは

人生には一つもないよ。必ずどこかで役

に立ってくる。お金儲けもおんなじだ

よ。どっちみちそんな簡単に金儲けはで

きないんだ。それならば、遠回りをした

ほうが、こちらも経験も豊富になり、ど

んなことにも対応できる。 

●お金儲けをしようとするなら、無欲で

いかないとダメなんだ。 

●遊びが先か、仕事が先かで悩むんじゃ

ないよ。仕事に熱中していれば、遊びも

楽しくなるんだよ。そういう気持ちで仕

事をしないと、

どちらも中途半

端になって、仕

事は辛い、遊び

はおもしろくな

いという、つま

ら な い 人 生 を

送 っ て し ま う

ぜ。 

●情報は金なりだよ。金を払ってでも人と会うんだ。そしてな

んにでも好奇心と探究心を持って接していくんだ。そうすれば

おのずとアンテナが張れて、そこに引っ掛かってくる情報も

いっぱい出てくるよ。 

●だから環境が悪いと言って次に行ったって、また不満が出る

だけだよ。環境のせいにしたってダメなんだ。まず自分を変え

ていかなきゃ、なんにも変わらない。 

●そしてもっと大事なことは一度できた人間関係を、絶対に何

があっても切らないことだ。 

●金儲けのためというより、まずは人と誠意を持ってつきあっ

ていれば、いつかはそれが花開くことになる、ということを覚

えておかなきゃいけない。 

●人生なんて失敗と挫折の繰り返しなんだから、少々のことで

めげていたら、少しも先へ進めないよ。前向きで楽天的な気持

ちでいりゃいいんだ。 

●安定を思ってると不安になる、一所懸命やっていれば、それ

が力になり、自力、自信になるから安定する。それがわからな

いといつまでたっても不安は消えないよ。 

●動機が不純なものはいつか必ず消えていくよ。 

●計算高い人間になっちゃいけない。計算すると計算間違いを

必ず起こす。計算しなければ、計算間違いは起こらないんだ。 

●お金のことを考えると，お金は逆に近寄ってこないんだ。 

●この仕事は俺しかできないんだと、心に言い聞かせて進むん

だ。 

●だから大事なことは、会社の中でオンリーワンになること

を、ずっとイメージして、それに向かって仕事をし続けること

なんだ。そうすれば本当に会社の中で、唯一無二の存在として

ナンバーワンになるんだよ。 
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★今週はお金

のお話です。や

はり「生き方」が

重要なんです

ね。 

▲岡野雅行さんの最新刊 



理数科３年 大谷 慧 

 

 今回の高校生太平洋島サミットでは、水のありがたさ、国

際交流による相互理解の大切さ、ツールとしての英語の重要

性を感じました。交流して分かったのですが、キリバスでは

海水淡水化施設が少なく、水不足が起き、パラオでは水質会

社での停電で水が１時間も出ないことが頻繁にあるそうで

す。いつでも水が欲しい時に出てくるという日本の当たり前

が、世界では恵まれているということ、世界が抱える水問題

を改めて知りました。 

 今やグローバル化を世界が果たし、グーグル検索で世界を

知り、フェイスブックやスカイプで世界とつながることがで

きます。しかし、実際に海外の人と交流してみてじかに分か

ち合い、友だちになって初めて国際問題におけるお互いの立

場を真剣に理解し，お互いに助け合おう，一緒に解決しよう

という方向にもっていけるのではないだろうかと感じまし

た。現在，世界の外交は自国の利益が優先されたものか、う

わべだけの助け合いになっていますが、国際交流を通じてこ

そ、国々が本当の共になれると思いました。 

 今回、サミット中の使用言語は英語だけでしたが，久しぶ

りの実践の場で最初は特に自分の意見を表現すことに苦労し

ました。また、文字だと簡単な英語も会話だと聞き取れなく

て困ったこともしばしばありました。しかし、英語という

ツールがなかったら、海外からの３０人の高校生参加者に意

見を言うことも、相手の意見を知ることも出来ないと思う

と、英語は大学に合格するためのものではないなと感じまし

た。これからも、道具として最大限に活かせるよう英語を磨

いていきたいです。 

 
【裏話】サミット最終日に、海外の高校生とペアで宮古島にホームステ

イしたのですが、ホストファミリーが英語を使えず、通訳みたいなこと

をしました。それぞれの言いたいことを不足なく伝えるために、かなら

い神経を使って聞くことが大変でしたが、そのおかげで英語がかなり聞

きやすくなりました。聞き取れないと投げ出さず、注意して聞くことも

英語の上達には大切なことだと実感しました。 

●理数科３年生の大谷 慧くんは

２０１２年５月２３日から２６日

まで沖縄・宮古島で「高校生太平

洋・島サミット」(Young  Pacific 

Islands Leaders’ Meeting)に参加

してきました。そのときの感想を

レポートしてもらいました。 

      ▲『山陰中央新報』８月２７日 ２０１２年 

■英語の問題を解けるかどうかは、そのまま単語が分かるかどうか

を意味していると思う。ただ単に英単語を日本語に直せるというだ

けで満足せずに、辞書を引いて使い方を調べて､例文を書き写すぐ

らいのことができるといい。暇があれば、英々辞典を引いてみるこ

ともお薦めです。 

                  （東京大学 理科Ⅱ類 井後 雅博） 

 

 

■一番苦手だったのはリスニングです。リスニングの勉強では、と

りあえず毎日英語を聞きました。教材や模試のＣＤなどたくさん

あったので、それらを利用して朝や寝る前など、決めた時間に毎日

聞くようにしました。ただ聞くだけでなく、ディクテーションや

シャドーイングなどできる限り行いました。 

 あとやってよかったと思うことは、辞書や参考書など、一度調べ

たところにしるしをつけたり、書き込みをしたりしたことです。し

るしがあると、前もこの語句調べたことがあるな、この語は何回も

調べているな、などといったことが自分で分かるし、自分の字の書

き込みは印刷されたものよりも目につきやすいです。そういうきっ

かけがあると、その内容が頭に残りやすかったです。 

 また、分からないことがあったら､先生の所へ自らどんどん質問

するべきです。積極的に先生に頼るのがきっとよいと思います。 

                    （東京大学 理科Ⅱ類 吉川阿佳里） 
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ド
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あ
れ
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    ～こんなふうに勉強してみたら～ 


